
町や自治会の許可がない、

チラシの添付はダメ。絶対。

回覧まちだよりに、町や自治会の発行物ではないチラシ

が添付されていたと指摘がありました。

町ホームページに記事・チラシ一覧を掲載し

ていますので、今後、「怪しいな」と思った場合

には確認してください。
※掲載がないチラシは町のものではありません。

チラシを掲載したい場合は必ず町か自治会に

許可を取ってから掲載する必要があります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                                         
 

出席議員 

全議員にて対応予定です。 

・令和 7年度予算について 

・その他 

会 場 

テーマ 

社会教育センター 

３階 軽スポーツ室  

５／15（木） 
PM７時から 

※どなたでも自由に参加できます（事前申し込み不要） 

次のとおり議会報告会を開催いたします。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

日 時 

（前回の議会報告会の様子） 



 
     

                     

＜開催日時および場所＞   

〇 令和 7年 5月 12日（月） 

箱根町役場分庁舎第 6・7会議室 

時間 14：00～16：00 （最終受付は 15：30） 

次回は…令和 7年 6月 5日（木）  

箱根町仙石原文化センター 2階会議室  

※ ご相談は事前予約をお願いしております。 

高齢や病気が原因で、身の周りのことや財産のことなどの判断が 

適切に行えなくなることがあります。 

自分自身の、そして大切なご家族の将来に備えるため、 

気になる“こと”を相談してみませんか！ 

 

 

 

お問い合わせ・事前予約は･･･ 

箱根町地域包括支援センター ８５－３００２まで 

 

～成年後見 ・ 遺言 ・ 相続等～ 

 



行政書士による無料相談会では… 

～成年後見制度～ 

自分自身で判断することが難しい方について、家庭裁判所に

よって選ばれた成年後見人等が、財産の管理や福祉サービス

等の契約を行い、ご本人の権利を守り生活を支援してくれる

制度です。無料相談会では成年後見利用までの流れや家庭裁

判所の申し立てに必要な書類や手続きについての相談がで

きます。 

～遺言・相続～ 

自分の遺産をどのように使い、子孫たちにどうやって分配す

るかなど、将来争いが無いように不備なく遺言を作るための

相談ができます。 

～その他～ 

行政書士は『街の法律家』として官公署（役所・役場）・契

約書等の書類作成や一般法律相談など、身近な書類手続きに

ついてもいろいろな視点からアドバイスを行ってくれます。 

まずは下記までお問い合わせ・ご予約下さい 

箱根町地域包括支援センター ８５－３００２ 



【講座の内容】

★ 認知症の原因や症状の基礎知識

★ 認知症の方の気持ちや接し方

★ 認知症の方を支える活動の紹介

【対象者】

★ 地域を支えたい方

★ 認知症に関心のある方

★ どなたでも

5月23日(金) 14：00～15：30 社会福祉協議会 会議室

6月27日(金) 14：00～15：30 仙石原文化センター第1会議室

7月25日(金)   14：00～15：30 さくら館 ボランティアルーム

8月22日(金) 14：00～15：30 社会福祉協議会 会議室

※以降も定期的に開催いたします。

※知人・友人・各種団体の方ご希望に応じて出張開催いたします！

※ 講師：認知症キャラバンメイト

※受講希望の方は下記までお申し込みください。

お問い合わせ・お申込み
箱根町地域包括支援センター
認知症地域支援推進員 : 井上・平嶋

☎ 85-3002 お気軽にどうぞ！

【開催日】 令和7年

認知症サポーターは特別なことをするのではなく、認知症について

正しく理解し、認知症の人とその家族を温かく見守り、声掛けや

ちょっとした手助けができる地域の応援者です！

参加

お待ちしています！

TOWNDX29
テキスト ボックス



認知症は、誰でもなる可能性がある病気です。

いつ自分や家族が、友人や知人が認知症になるかわかりません。

認知症になっても住み慣れた箱根町で生活できるよう

認知症サポーターを増やす取り組みをしています。

「知っている」のと

「知らない」のとでは大違い！

知っていれば怖くない！

正しい知識を身に着けよう！

？

受講者のみなさんに認知症

サポーターの証となる箱根町

オリジナルの『オレンジリング』

をお渡しします！



日 時：毎月第3金曜日
14:00～15:30

参加費：500円

飲み物とお菓子付

開催場所：箱根リラック森

箱根町二ノ平1297-370
(緑の村)

連絡先：0460-85-3002

箱根町地域包括支援センター

認知症についての悩み相談・情報交換・介護についてなど

美味しい飲み物片手にお話ししませんか？

福祉・介護の専門職も参加しますので、お気軽にご参加ください。

【認知症】について、みんなで考える場所を作りませんか。

シン

自然豊かな箱根の【緑の村】のコーヒー屋さんで

美味しいコーヒーを飲みながらおしゃべりしませんか？

認知症地域推支援進員 井上・平嶋



でおはなししましょう！

日　時

場　所

問合せ先 　箱根町地域包括支援センター　井上・平嶋
　　０４６０（８５）３００２

6 月 20 日 ( 金 )

　ひとり500円

　（コーヒー・お菓子代）

令和8年1月16日 (金 )

令和8年2月20日 (金 )

なたでも気軽に参加してください。

令和7年度の予定

4 月 18 日 ( 金 )

5 月 16 日 ( 金 )

　福祉・介護の専門職も参加しますので、認知症について

興味のある方、学びたい方、誰かとおはなししたい方、ど

認知症についての悩み相談、情報交換をする場です。

　毎月第３金曜日　

　午後２時～３時30分

　　　　　　認知症のシンボルカラーであるオレンジにちなんでキャロットカフェと名付けました。

　　　　　　認知症について考える場を皆で作っていきませんか？

　キャロットカフェは、おいしいコーヒーを飲みながら、

令和8年3月13日 (金 )

　箱根リラック森

　（二ノ平1297-370）

　　　※緑の村の中にあります。

参加費

7 月 18 日 ( 金 )

8 月 29 日 ( 金 )

9 月 19 日 ( 金 )

10 月 17 日 ( 金 )

11 月 21 日 ( 金 )

12 月 19 日 ( 金 )



オレンジカフェ宮城野
みやぎの

 

 

住みなれた町でいつまでも元気に暮らすために… 
地域で繋がろう！ 

たくさん話してたくさん笑おう！ 

福祉・介護の専門職と話してみよう！ 

 日  時：毎月第２木曜日  

午後１時 30分～３時 

申込不要・出入り自由です。 

開催日 令和 7年度 

6月 12日・7月 10日・8月 14日 

9月 25日（健康・福祉フェスティバルと同日開催） 

  場  所：さくら館２階 旧ファースト 

  参 加 費：100円（運営費・飲物・お菓子代等） 

  運営団体：むつみ会・箱女連宮城野女性会 

（チームオレンジ） 

  問合せ先：地域包括支援センター（85）3002  

担当：井上・平嶋 
 

 



 

 

 

 オレンジカフェ宮城野
み や ぎ の

とは？  

オレンジカフェ宮城野
み や ぎ の

は地域の皆さんで集まり、お茶を飲んだり楽

しくおしゃべりしたり、自由に過ごしながら新たな出会い、地域のつ

ながりを作っていく場です。どなたでも、出入り自由で参加すること

ができます。 

また、カフェには介護・福祉の専門職も参加しますので、自分のこ

と、家族のことなどを個別に相談することもできます。 

 

 

 運営団体について  

 カフェの運営には「チームオレンジ」であるむつみ会と、箱女連宮

城野女性会の皆さんが携わっています。おでかけに不安がある方も気

軽に参加してください。 

※ チームオレンジは、認知症サポーター養成講座等を受講し、認知

症について正しく学んだ方たちで構成された団体のことをいいま

す。 

 

 

 

いつまでも住みなれた町で自分らしく暮らしていくために…。オレ

ンジカフェ宮城野
み や ぎ の

で楽しい時間を過ごしませんか？お茶とお菓子をご

用意してお待ちしています！ 





 

   

 

箱根教育合言葉「箱根を愛し、かしこく、やさしく、たくましく」 

  

 箱根の山々に山桜の桃色があちこちに生え、箱根にも春の便りが届き始めました。新年度が始まりました。今

年度は新入園児を一人迎えて、８名でのスタートです。入園式では毎年年長児がお迎えの言葉を考え伝えてくれ

ます。今年度は、「入園、すばらしいね。やさしくするよ。楽しませるよ。一緒にあそぼうね。」と伝えてくれま

した。年長児になったばかりの２人が一生懸命考えてくれる言葉に友達を思う温かさをいつも感じます。 

地域の方や自然・文化・歴史に親しみ、「どうしてなんだろう？」「いいことおもいついた」と気づいたり不思

議に感じ考え試したり、友達や自分を大切に思い、いろいろなことに挑戦してみようという気持ち、箱根教育の

合言葉に迫れるよう保育を展開していきたいと思います。それは、子どもとの対話の中で子どもと一緒に生活を

つくる中で育んでいきます。今年度は、どんな箱根幼稚園の生活が始まるのでしょうか？楽しみです。 

箱根幼稚園の園の個性化目標は「こども・保護者・地域と園が心を通わせ共に学び合う園づくり」です。保護

者の方や地域の方のご協力をいただきながら、箱根幼稚園で様々な交流や体験をしていきたいと思います。令和

７年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

                               

 

 

 

                      R７．４．１０ 

         箱根幼稚園園だよりすまいる 

職 員 紹 介 

 

園 長           金井 潤子 

４．５歳児担任       小林 篤子 

３歳児担任（副園長）    白川 三枝 

みんなのせんせい      平井さつき 

庁務員           村田 照美 

 

今年度も「チーム箱幼」で頑張っていきます。

１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

   体験活動の意義と格差縮小に向けた取り組み 

 幼稚園には、１年間で多数の調査依頼が届きます。それは国の調査であったり大学の調査であったり様々です。

任意のものもありますが、幼児教育の向上に協力できればとできるだけ応えるようにしています。 

昨年度の調査結果が大学の研究論文となり先日園に届きました。その調査内容は幼児期の実体験が意欲などの

非認知能力を養うことに結びつきその後の学習意欲や社会性などに影響を及ぼすことや特に自然体験の豊かさか

らは、感性や表現力を育むだけでなく「自己肯定感」「自立性」「積極性」「協調性」などが高い傾向にあるという

結果が導き出されていました。その一方で様々な状況から体験の格差が問題しされ、その課題に対しての保育者

の問題意識や園の取り組みと効果などがいくつかの項目に分かれ質問されていました。 

研究論文には、箱根幼稚園がこれまでに取り組んできた体験活動がいくつか具体的に取り上げられてありまし

た。例えば「地域の専門家による自然体験」では、地域協力者や専門家を招いての草花や野生動物についての話

や巣箱づくりと鳥の観察。「生き物とのふれあい体験」では、アサギマダラ(蝶々)の居場所づくりとしてヒヨドリ

バナやキジョランの栽培、園庭の野草を摘んで天ぷらづくり、ヨモギを摘んで団子づくり、草花を摘んで十五夜

飾りなど園にある自然を生かして季節の行事と関連して活動を行っていること。「異文化交流」では町のホストタ

ウン、エリトリアの留学生との交流、ヨルダンのお話会などの箱根幼稚園の取り組みの記述がありました。そこ

に私が補足した「あくまでも子どもの興味から」という視点はとても重要であると書かれていました。この研究

論文にあるように、園では子どもの興味を見逃さず、また経験が保育者の押し付けにならない様留意しながら幼

児期の大切な時期を豊かな実体験の中で必要な力を育んでいかれるようにしています。園にいる友達や先生と一

緒に同じ体験をすることも意味あることだと感じています。 

 

     放課後児童クラブの小学生と一緒に 

 

 箱根幼稚園内には放課後児童クラブ「すぎのこ」があり、

利用している地域の小学生は、スクールバスで園に帰ってき

ます。自然と「おかえりなさい」「ただいま」の挨拶が交わさ

れ、時にはホールで園児と一緒に遊ぶことがあります。小学

生の優しい関わりを喜び、帰りを待ち望んでいる園児もいま

す。小学生は、保育者に「一緒に遊ぼう」と言ってバトミン

トンやドッチボールで遊んだり学校での出来事を話してくれ

たりもします。私たちは、卒園した子ども達の成長をいつま

でも近くで見守ることができ幸せなことだと感じています。 

お釈迦様 

おたんじょうびおめでとう 

まもってくれてありがとう 

      ～花まつり～ 











『箱根町ボランティア連絡協議会』（通称：ボラ連）は、箱根町内で“福祉”に関す
るボランティア活動をする個人やグループが会員となり、ボランティア同士の連絡
調整や地域でのボランティア活動の推進・啓発・広報を目的に活動している団体です。
現在は９団体、約60名の会員が登録されています。
今回は、今年度ボラ連で行った行事、各団体の活動を紹介いたします。

令和６年10月４日、箱根町社会福祉協議会が行っている「災害ボラン
ティアセンター設置運営訓練」に参加協力しました。
今年度は、災害ボランティアセンターの運営側（災害時支援を要する方

と、ボランティアを繋げる役割）、ボランティア側の二手に分かれ訓練を
行いました。年に１度の訓練です
が、平常時から災害に備えるため、
今後も定期的に実施し、協力を賜
りたいと思います。
※10月８日に参加を予定してい
た町総合防災訓練は雨天のため中
止となりました。� （事務局）

むつみ会は、23年前６人でのスタートでしたが、メンバーも増え日々
活動しております。
令和６年４月より、さくら館にて認知症カフェ（オレンジカフェ）の活

動を始めました。認知症予防のために、色々な方とのお喋りや包括支援セ
ンター職員によるミニ講話など
認知症に関する知らないことや
聞いてみたいことなど、お茶や
コーヒーを飲みながら楽しい時
間に出来るようにお手伝いをし
ています。
これからも地域のボランティ

ア活動に、微力ながら協力して
いきます。� （勝俣 美内子）

今年は、会発足34年目、開幕です。新型コロナの影響もありましたが、
昨年あたりから、私たちの活動もおかげ様で前に戻りつつあります。
これまでの年月、花柳秀昭師匠からご指導いただきました80近い演目

に驚愕し、改めて感謝申し上げます、あ
・ ・ ・ ・ ・

りがとうご
・ ・ ・ ・ ・

ざいます。
箱根江戸時代に大幹線として多くの旅人が歩いた、“箱根八里”日本遺

産に認定されています。
私たちもご指導いただいた演

目の「箱根八里」を箱根人とし
て、いにしえをしのびご披露さ
せていただき、ささやかですが
何かを発信していくことにより、
地域の活性化につながれば幸い
です。
� （小林 眞弓）

令和６年12月18日にさくら館にて会員交流研修会を開催し
ました。今回は、ボランティア活動をしていくうえで、自らの健
康を維持することは大切であることから「自分自身の健康を維持
しよう♪健康体操教室」と題し、講師の原田美予子先生をお招き
し、体操教室を実施し
ました。脳を活性化さ
せるプログラムから、
関節の可動域を広げる
運動まで幅広いプログ
ラムを行い、非常に有
意義な時間になりまし
た。� （事務局）

令和6年11月11日、仙石原小学校で、アイマスク歩行体験
と誘導、点字の講習を実施しました。子ども達は点字機を使って、
点を打ったり、打った点に触ったりしていました。短時間の講習
会でしたが全員が、
自分の名前を打っ
た名札を作ること
ができました。
� （代田 美子）

町が主催する「生活教室」に精神保健ボランティアとして参加
しています。
温かな聴き手を目指す活動を続けています。� （金指 和子）

ボランティア連絡協議会についてボランティア連絡協議会について

災害ボランティア災害ボランティア

む つ み 会む つ み 会

桂 秀 会桂 秀 会

会員交流研修会会員交流研修会

点字サークルはこね点字サークルはこね

たんぽぽの会たんぽぽの会

ボランティア通信ボランティア通信
箱 根箱 根

第36号第36号

登録ボランティアグループ一覧登録ボランティアグループ一覧
☆むつみ会　☆たんぽぽの会　☆桂秀会
☆点字サークルはこね　☆箱根町録音サークル
☆二ノ平寄せ木の会　☆宮城野寄せ木の会
☆紅葉会　☆はこねこTNR� 計９団体

災害ボランティアセンター設置運営訓練に参加しました

令和６年度活動内容
４月 お花見（宮城野早川提の桜）
５月 箱根湿生花園（お弁当持参）
６月 レクリエーション（カードゲーム）
７月 箱根湯本駅付近の散策　※雨天中止
８月 さくら館のプールで水中運動（水中歩行）
９月 防災グッズ作り（新聞スリッパ・簡易レインコートなど）

10月～１月は中止
２月 ぬり絵（きいちのぬりえ）



ＴＮＲ活動は継続することにより確実に不幸な命を減らします。餌を与え
ることだけでは解決しません。可哀そうだと思うなら手術が必要です。不妊
去勢手術を済ませ、一代限りの命となった印、耳先をさくらの花びらのよう
にカットしています。これ以上増えることはありません。幸せな猫たちだっ
たと思えるよう温かな目で見守っていきましょう。

地域トラブルを減らすために、ＴトラップＮニュータＲリターン

2024年、明らかに遺棄されたと思える猫相談が相次
ぎました。飼育困難になる前に、かわいいペットの行く先
を考えてください。（遺言に残しましょう。）
☆　耳カット無の猫を見かけたら
☆　猫の不良品
☆　ボランティア協力　に関しては、箱根町環境課、箱根
町社会福祉協議会、近所の猫好きへ連絡をお願いします。
代表　村岡（090-2203-5911または�
　　　　　　　　　　　hakonekotnr@yahoo.co.jp）

2024年1月～12月　地区別TNR件数（匹）
町内40匹がさくら猫デビュー

2024年1月～12月　
地区別保護数（匹）

※湯本、二ノ平、宮城野各1匹の保護猫は、
保護後虹の橋を渡っていきました。

はこねこＴＮＲ

ボランティア活動や、ボラ連の活動に関心の
ある方はお気軽にご連絡ください。

発行：令和７年３月31日
箱根町ボランティア連絡協議会

ボランティア仲間募集中ボランティア仲間募集中

場　所 オ　ス メ　ス 地域別
合計数

湯本 0 0 0
大平台 0 0 0

強羅・二ノ平 2 0 2
宮城野 2 3 5
仙石原 1 0 1

箱根・元箱根 15 17 32
合計数 20 20 40

場　所 オ　ス メ　ス

湯本 0 3
宮城野 4 4
仙石原 2 3
箱根 9 7
合計数 15 17

私たち箱根町録音サークルは、視覚障がい者の方へ町の情報を
お届けし、少しでもお役に立てるよう活動をしています。
「広報はこね」は毎月、「社協はこね」は年3回、「議会だより」
は年4回録音をしています。現在は6名の方へCD、テープを送
付しています。お近くに目の不自由な方がおりましたら、ご連絡
いただければ郵送
いたします。また、
録音ボランティア
に興味のある方、是
非ともご参加をお
待ちしています。
� （伊東 元子）

「宮城野寄せ木の会」は、高齢者の方の食事会を通して安否確
認と心の交流を目的に実施しています。年に1度の開催ですが、
久しぶりに会い、食事をしながら話しをし、ゲーム、くじ引きな
どを行います。笑顔、笑い声があふれます。
今回は11月20日に
宮城野公民館で参加者
15名、ボランティア
10名で行いました。
参加出来なくなった
方、新しく参加した方、
一人一人を大切にこれ
からも活動を続けてい
きたいと思います。
� （星野 洋子）

日常の生活の中で、お食事を作ることが困難な高齢者にお弁当
の配達をしております。その時には、お互いの日常を話し合い、
ひとときを過ごします。通院をしている病院の話、デイサービス
等のお話を伺い、お互いに頑張りましょうと、元気な毎日を過ご
せるように励まし合っております。
� （稲村 芳子）

紅葉会は当初4人で始めました。
令和6年度は会員が8人に増え、箱根町ボランティア連絡協議
会より依頼を受け、参加活動をしております。
みなさんにお役に
立てればという想い
で行っております。
今後ともよろしく
お願いいたします。
� （安藤 のり子）

箱根町録音サークル箱根町録音サークル

宮城野寄せ木の会宮城野寄せ木の会

二ノ平寄せ木の会

紅 葉 会紅 葉 会

【1日目】車いすで挑戦を続ける
日　　時：4月25日（金）18：30～20：00
講　　師：高野　裕基　氏
主な活動：湘南スポーツクラブに所属し、車いす
　　　　　　バスケットボール選手として活躍中。
【2日目】ボランティア活動の魅力
日　　時：5月9日（金）18：30～20：00
講　　師：池谷　裕次　氏
主な活動：温泉旅館みたけを営むほか、小学校教諭
　　　　　　の経験を活かし、箱根町を中心に活躍中。

地域ボランティアを始めるきっかけとして、自分の「できる」を見つけてみませんか？
令和7年度ボランティアいちから講座のご案内令和7年度ボランティアいちから講座のご案内

会　　場：おだわら市民交流センター
　　　　　ＵＭＥＣＯ会議室5・6（2日間共通）
詳細・お申込みについては箱根町社会福祉協議会 
（0460-85-9000）まで。

webからも申込みできます！➡

● 事　務　局 ●
〒250－0311 箱根町湯本855（旧湯本中学校１階）

 箱根町社会福祉協議会内
ＴＥＬ　0460－85－9000
ＦＡＸ　0460－85－6888
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